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へいあん じだい ろくりょうきょう

完存 していた !平安時代の鏡 六稜鏡
い暮 こ 9 じ

平城京跡 (左京二条七坊十五坪) ･奈良町遺跡 奈良市今小路町

こ うふ くじ とうだい

奈 良 町と京 街道 奈良町とは､興福寺 ･東大
じ さ
寺 を中心 として栄えた近世都市奈良を指し､東西

約1.8km､南北約2.9hの範囲は､ほぼ奈良市の旧

市街地にあたります｡
き上うかいどう

この奈良町と京都を結ぶ街道があり､京街道 と

呼ばれました｡現在の奈良県庁の東から､東大寺
な ら ざ か

を右に見て奈良坂 を越えて京都へ向かう国道旧24

号線がそれにあたります｡この京街道は､奈良時
へいじJ:うきよう ひが L Lちはうおお じ

代には平城京の東端の道路である東七坊大路で､
はき

道路を挟んで西側が平城京内､東側が東大寺境内

となっていました｡

今回の調査地の今小路町は､この街道の両側 に
てが い もん やけもん

広がる町で､北は東大寺の転害門から南は焼門に
ながおかtよう へいあんき上う

至 ります｡ 都が長岡京 ･平安京 に移った後 も､
と うだ い じし らご う い ま こう じ ご う

｢東大寺七郷｣の1つ ｢今小路郷｣として記録にあ
I:ど

らわれています｡奈良観光で賑わっていた江戸時
は た ご や

代には､街道沿いの今小路町には多 くの旅鞄屋が

建ち並んでいたと記録されています｡

発掘調査 でわか ったこと 調査地は､今小路

町の中央の通りの西に面した宅地部分､つまり平

城京内にあたります｡調査の結果､奈良時代から
い こ う い ぷ つ

江戸時代 までの各時代の遺構 と遺物が見つか り,

今小路町の歴史の一端が明 らかにな りました｡以

下に見つかった遺構を年代順に見てみましょう｡
はったてはしらたてもの い と と 卓 まい

奈良 時代 掘立柱建物2棟､井戸1基､土器埋
のう ど こう みぞ

納土坑1基､溝1条があります｡建物は､中小規模

のものと考えられ､井戸か らは奈良時代中頃の土

器が出土しました｡

平安時代 井戸3基のはか､多数の土坑と柱穴

が見つか りました｡井戸は､平安時代中頃 (10世

紀前半)と後半 (11世紀末～12世紀)のものとが
からくさそう

あ ります｡ この井戸の1つか ら後述する唐草双
ち上うbんろ<り上うき上う
鳥紋六稜鏡 と呼ばれる鏡が出土しています｡井戸

は径約1.0mの平面円形で､底近くでは隅丸方形に

なります｡深さは約1.6111で､枠は見つかりません

でした｡鏡の出土状況は不明ですが､土器や瓦と

ともに井戸の埋土から出土 しました｡出土した土

調査地位置図 (1/10,000)

器から11世紀末に埋められたことがわかります｡

鎌倉時代 井戸1基と多数の土坑と桂穴が見つ

かりました｡目を引くのが､東西約9.0m､南北約

6.4mの平面方形の大きな土坑です｡中には何百枚
は じ き きら

もの土師器皿が捨て られ､その多 くは割れずにそ

のまま出土しています｡このような土坑は､奈良

町遺跡内でしば しば発見されています｡ これらの
しんぜん ス.んかい

土器は､神前での宴会に用い られた食器と考えら

れています｡このような宴会をとおして､当時の
けっそ<

人々は ｢郷｣内の結束をかためていったようです｡
<ら

室町時代 土坑と柱穴のほか､蔵の跡が見つか
とこなめやき ぴぜ んやき おおがめ

りました｡蔵の中には､常滑焼 と備前焼の大喪が
なか

半ばまで埋め込まれて､整然と並んでいたようで

すが､6個 を残 して他は持ち去 られていま した｡

復元すると､2棟以上の蔵 に37個以上の喪があっ
ひとかか

たようです｡1つの賓は､径約80-90cmと一抱え
ようり上う

もあり､200-300Qほどの容量があると推定でき

ます｡ 全部 の蟹が使わ れたとすると7,000-
えきたい ち上ぞう

10.0008つまり約10㌧の液体が貯蔵できることに

なります｡残念ながら､液体の種類は不明です｡
い しぐみ L'こう いしぐみ

江戸時代 井戸､土坑のはか､石組土坑､石組
みぞ

溝が見つかりました｡この時代の今小路町は大き
み 9:

な火災にしばしば見舞われます｡調査でも火災を

示す焼けた瓦や土が見つかっており､災害を何度
しの

もくぐり抜けてきた今小路町の人々の姿が､偲ば

れます｡



からくさモ )ち▲うもんちくり▲う卓上5

唐草双 島牧六稜 鏡 鏡は､ほぼ完全な状態で

出土 しま した｡面径は9.5mで､重さは85gあ り
りょう つら

ます｡稜がある円弧6個 を連ねた花形の外形で､
はちり上う

六稜鏡 といいますが､平安時代の鏡の多くは八稜
卓▲･')

鏡で､六稜鏡は少ないものです｡
き上うはい bんよう
鏡背 (紋様のある面｡これに対してものを写す
きJ:うめん けんせん な い< が い<

面は鏡面)の紋様は､圏線で内区と外区とに分か
らゆう ちゅうざ

れています｡内区には､中央の鉦 (銃座) を中心

に､鳥と唐草紋を各2個ずつ対称に配置していま
け

す｡鳥は両方の羽 を上に広げ､2本の足は地を蹴
い あ

っているようです｡長い尾 も見られますが､鋳上
う もう つJh'

が りが悪く､顔や羽毛の表現が潰れてはっきりし

ない部分があります｡また､外区には､雲のよう

な紋様6個を連ね ますが､これ も鋳上が りが悪 く

判然としません｡

親の鋳造 これら鏡背の紋様が鮮明でないこと

は､当時の鏡製作技術が大きく関わっています｡
ちゅうぞう

当時の鏡は､鋳造と呼ぶ技術で作 られます｡鋳
い が た

造とは簡単に言うと､鏡の型 (鋳型)を作って､
と

それに溶かした金属を流 し込んで製品を作る方法

です｡この鋳型の作り方が時代によって変わるこ

とが､これまでの研究で明らかになっています｡

ふみかえしちゅうぞう

今回出土した鏡は ｢踏返鋳造｣と呼ばれる方法
なまがわ

で作 られています｡鏡そのものを､生乾きの粘土

に押付け､その紋様を写し取って鋳型 を作る方法

です｡ この方法の利点は､1枚の鏡か ら簡単に同
ふくせい

じ複数の鋳型が作れ､同じ物が大量に複製できる

ことです｡また複製した鏡からさらに鋳型を作り､

複製の複製も作れますoしかし一方で､元となっ
にぶ

た鏡よ り紋様の細部が鈍くなり､大きさもやや小

さくなる欠点があります｡今回の鏡も複製に複製

を重ねた結果､紋様の鋳上がりが悪くなったもの

と考えられます｡

このような作り方から脱却 して､新たな作り方

が､平安時代中頃に発明されます｡生乾きの粘土
iまりこ Lまり

に直接紋様を彫込んで鋳型を作る方法で､彫の深
せんさい

い 繊細な紋様を作り出すことができます｡しかし､

鋳型か ら鏡を取 り出す時に鋳型は壊れるので､こ

の方法では同 じ紋様の鏡は1枚しか作ることがで
ふっかつ

きません｡以後､江戸時代に踏返鋳造が復活する
わき上う

までこの方法で鏡が作られます｡いわゆる ｢和鏡｣

です｡
とうしききょう

今回出土した鏡は､古代の唐式鏡から中 ･近世

の和鏡へとつながる形態をもつものです｡
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唐草双鳥紋六使鏡柘影 ･断面図 (原寸大)
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